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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

早
い
も
の
で
１
２
月
も
半

月
が
過
ぎ
、
お
歳
暮
ゆ
う
パ

ッ
ク
の
配
達
は
ピ
ー
ク
を
越

え
た
よ
う
で
す
。
今
年
の
ゆ

う
パ
ッ
ク
配
達
持
ち
出
し
の

ピ
ー
ク
予
想
日
は
１
２
月
１

１
日
で
し
た
が
、
前
日
１
０

日
が
１
７
０
％
、
そ
の
後
１

３
日
ま
で
の
３
日
間
は
２
０

０
％
弱
と
、
例
年
に
比
べ
て

も
局
の
物
数
予
想
と
比
較
し

て
も
非
常
に
多
く
の
ゆ
う
パ

ッ
ク
配
達
が
あ
り
困
難
を
極

め
ま
し
た
。 

局
も
多
少
の
増
配
置
は
し

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
当
日

物
増
が
分
か
っ
て
か
ら
の
対

応
が
不
十
分
で
し
た
。
お
歳

暮
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
翌
日
以
降

に
回
す
な
ど
の
物
量
調
整
指

示
も
出
さ
な
い
。
夜
勤
者
を

中
勤
で
出
勤
さ
せ
る
こ
と
も

渋
る
。
そ
の
く
せ
「
安
全
最

優
先
で
」
と
お
題
目
だ
け
は

唱
え
る
、
こ
れ
で
は
社
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
る

一
方
で
す
。
今
期
、
管
理
者

が
一
階
の
集
配
作
業
エ
リ
ア

に
降
り
て
き
て
、
配
達
員
の

業
務
量
を
把
握
す
る
姿
は
見

ま
せ
ん
。「
管
理
者
」
と
い
う

な
ら
パ
ソ
コ
ン
上
で
数
字
を

追
い
か
け
る
だ
け
で
な
く
、

現
場
で
作
業
量
・
配
達
員
の

負
荷
な
ど
が
想
定
を
超
え
て

い
な
い
か
の
把
握
、
ま
た
超

え
そ
う
な
と
き
に
は
適
切
な

指
示
を
出
す
等
、
社
員
が
期

待
す
る
「
管
理
す
る
者
」
で

あ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

さ
て
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
、

こ
の
よ
う
に
問
題
が
発
生
し

や
す
い
繁
忙
期
に
も
、
正
常

な
業
務
運
行
を
確
保
す
る
こ

と
が
郵
便
局
の
使
命
と
考
え

ま
す
。
そ
の
為
に
は
感
染
症

防
止
策
の
徹
底
、
必
要
な
要

員
の
確
保
、
労
働
安
全
の
徹

底
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
業

務
に
携
わ
る
す
べ
て
の
社
員

の
労
働
条
件
の
向
上
が
不
可

欠
で
す
。 

こ
の
考
え
に
基
づ
き
長
中

局
支
部
は
、
１
１
月
６
日
、

長
中
局
に
対
し
て
２
８
項
目

の
「
年
繁
要
求
書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。
こ
の
要
求
書
に

つ
い
て
１
２
月
１
２
日
に
長

中
局
か
ら
回
答
が
行
わ
れ
た

の
で
報
告
し
ま
す
。 

今
回
の
要
求
書
の
回
答
期

限
は
１
１
月
２
５
日
で
し
た
。

支
部
は
回
答
期
限
を
２
週
間

以
上
過
ぎ
、
ま
た
ゆ
う
パ
ッ

ク
繁
忙
の
ピ
ー
ク
も
過
ぎ
よ

う
か
と
い
う
時
期
の
回
答
に

強
く
抗
議
し
ま
す
。 

今
回
の
要
求
書
で
は 

・
特
例
休
息
を
含
め
た
休
憩

時
間
の
取
得
な
ど
勤
務
時
間

管
理 

・
業
務
開
始
前
や
休
憩
時
間

中
に
居
住
確
認
な
ど
の
作
業

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時

間
前
着
手
を
撲
滅
す
る
た
め

に
具
体
的
な
対
策 

・
年
繁
期
に
お
け
る
班
長
時

間
確
保
に
つ
い
て
長
中
局
の

考
え
方 

・
超
勤
の
場
合
の
長
時
間
連

続
勤
務
対
策
に
つ
い
て
、
事

故
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い

重
要
な
問
題
な
ど
と
改
善
を

求
め
ま
し
た
。 

回
答
で
は
「
期
間
中
の
連

続
出
勤
が
７
日
間
を
超
え
た

社
員
の
数
及
び
最
長
連
続
出

勤
日
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
」
と
の
要
求
に
、「
社
員
の

連
続
勤
務
に
つ
い
て
は
健
康

管
理
面
か
ら
も
極
力
配
意
す

る
事
と
す
る
が
、
必
要
な
休

日
労
働
及
び
非
番
日
労
働
は

命
じ
て
行
く
」
と
回
答
す
る

な
ど
、
半
分
弱
の
項
目
で
組

合
の
要
求
に
即
し
た
回
答
を

行
わ
ず
、
と
て
も
誠
意
あ
る

対
応
と
は
言
え
な
い
も
の
で

し
た
。
支
部
は
こ
の
回
答
に

抗
議
し
、
具
体
的
な
数
字
や

対
応
策
な
ど
を
再
回
答
す
る

よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
。 

な
お
回
答
の
場
で
は
、
要

求
書
へ
の
回
答
と
合
わ
せ
て
、

年
繁
期
間
中
の
業
務
に
つ
い

て
の
考
え
方
や
対
策
の
説
明

が
あ
り
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 

ＮＯ．４６０５ 

25 年`１２月１６日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

  文責 支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        

郵政ユニオンの年末年始繁忙要求と長中局の回答（抜粋） 

 

１．昨年は「年末始繁忙期における業務運行」の業研が班ごとに行

われた。このやり方だと何回も業研説明を行わなければなら

ない課長代理の負担が大きい。また時間を確保することが難

しく必要な説明がなされなかった社員もいた。従来のように

管理者による業研を行うこと。 

局）業務研究会の実施にあたっては、管理者等が計画的に十分な

時間をかけて実施することとし、資料配布のみで終わらせる

ことが無いよう対応する。 

 

２．昨年は年賀配達を担当する集配部の社員は 7 時半出勤となっ

たが、元旦午前中配達という縛りもなくなって久しい。担当す

る社員の勤務開始は８時とすること。 

局）年賀郵便の配達物数及び要員事情等を考慮し、総合的に判断

したうえで、効率的な出勤時間を検討する。 

 

３．元旦配達は午前中の配達完了を目指すのではなく、平常通り

午前の配達終了後、昼休憩を取得。その後午後の配達作業とす

ること。 

局）年賀郵便物は元旦（1/１ 終日）を継続するため、休憩時間は服

務表とおり取得させる。 

 

１３．混合区・ゆうパック担当者が３時間以上の超勤となるケースが

見られる。課長による夕方の通配区担当者への応援指示など

を的確に行い、混合区・ゆうパック担当者に超勤が偏らないよ

うに配慮すること。 

局）業務量に応じて適切な要員配置及び超勤発令を行っていく。 


